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毛主・ の 要 1:::. 
日

複素数値の関数を係数とする線型偏微分方程式， P(x, D)u=j， ここで

(1 a \ ω 1 11 θ \ iXln 
P(x, D) =Po (ι D) 十 Q(ι D) ， Po(ιD)l正1 山)!\-i 万五)'.-.... ¥ i a"x

n
) , 

11 a \ 向 1 (1 a 、 ßn !!__ tri 

Q(x, D) 二芸品副一土 bß (川7 万五)......\ i 副， Iα: ml~~ ;;j 

mj 正整， αj 非負整数とする口

に対する非特性コーシー問題の真の解の一意性を証明するのが本論文の目的である。

第 1 の結果は

(A) (主論文1 ， 2) (Px, D) が原点において半楕円型，すなわち Po(O， ~) =~ ι(0)~~1...... ~~n 
|出 :nzl=l " 

が実の零点を持たぬ場合に，更に ， m1三mj(j 三 2) , 及び x1 軸方向が原点において非特性であり，

Po(O, '1' ~) =~ aα (0) C~l ~:2 ・・ ~:nニ Oの複素根 Cl=C1(Ð が，零でない任意の実変数~= (~2' 
1.x:ml=l Tt 

…，gπ) Iと対して単純である等の条件を課して，原点を通る或る非特性超曲而に初期条件を与えたとき

のコーシー問題の原点のある近傍での一意性を証明するものである。乙の結果は， L. Hörmander の

楕円型方程式に関する結果(1959) を特別の場合として含むのみならず，熱の方程式に対する非特性

コーシー問題の一意性及び M. Picone (1 938) やL. Nirenberg (1957) の結果を統一的に扱える乙

とを示している。更に P1 (x， D) も P2(X， D) も上記の条件を充す作用素とすれば，その積の作用素

P(x, D) = Pt (x, D) ・ P2 (x， D) !ζ対する方程式に対しでも，同様の結果を得る。乙れは，先の根の単

純性の条件を或る意味で緩めうることを示すものである。方法は Hörmander によって導入された

ものを拡張して用いる。第 2 の結果は，

(B) (主論文 3) P(x, D) の型(楕円型，半楕円型等)には条件を課さずに ， mt>mj (j三 2) の

-30-



/仰1 ， m , m , ¥ 
下で ， PO(X, D) の係数が (x2 ， ・…・・ ， xn) につし 1 て，ヂュヴレイの{<~~- ~~:L_ …・・・ _~l__)級 lこ z¥ m2 m3 'mn / 

に関して一株に属するとき， X1:_:_:O 上に初 J~J条件を fj・えた j見合にコーシー 111，]題の一志性が成立つこと

を示す。例えば Po(x， D) の係数 ι (x) がすべて原点で零のときは CAJ の条件を充たさないので，

それを適用出来ないのみならず， Hりrmander (1 964) , Plis (1 965) はこのjお今，無条件では一立性が

破れることを示した。 CBJ は ， P(x, D) の係数の正員Ij性に条件を課すれば，一志性が成立つ乙とを

示している。方法は， Giorgi (1 955) が 2 変数の方程式に用いたものを拡張して用いた。一意性の証

明の原理として最も強力なものとして，カーレマン型の不等式による方法とホノレムグレンの方法によ

るものとのこつの大きい流れがあるが， CAJ は前者によって， CBJ は後者によって，当問題を追

求したものである。

なお，参考論文では，ここで扱った形の方程式の解の局所的存在定理を与えた。

論文の審査結果の要旨

偏微分方程式の Cauchy 問題に対する解の一意性については， Plis の反例(1954) ，とより一般に

は困難な問題として顕著となったが， Calderon が新しい方法で， 比較的に一般的な場合にその証明

に成功し(1958) , つづいて溝畑氏(京大教授)が Calderon の方法の不足な部分を補正し， また

Hりrrnander は Calderon とは異なった方法で，より一般的な場合の証明に成功した。 (1959)

堤君の論文はやはり偏微分方程式の解の一意性に関する研ー究で，主として二つの部分A ， B からな

る口それは独立変数の座標ごとに微分階数の異なる場合にも適した方法である。

第 1 の部分Aは熊ノ郷氏(阪大講師)の研究結果と類似しており，半楕円型の場合 l乙限られてはい

るが，熊ノ郷氏とは独立に殆んど同時に見出されたもので，その方法は熊ノ郷氏のものよりも簡潔で

ある。その方法は，ある積微分不等式の形式で方程式 P(x， D) u二f の解 u およびここに現われる階

数以下の導函数 Dæu のすべてを，重みづけられた自乗積分的に f によって評価することである。

第 2 の部分B では， 半楕円型という条件を除き， その代り係数の函数に正則性の制限を加えて

Gevrey 級の函数とする。そこで時間的独立変数に関する最高の微分階数が空間的独立変数に関する

階数より高い場合に Cauchy 問題の解の一意性を証明した口これはAの結果が一般には局部に限られ

るのに対して， B の結果は独立変数を局部に制限せずに成立する。その方法は， Giorgi が空間変数 1

次元の場合に用いた方法を一般の高次元の場合に拡張したものである。それは問題をある積微分方程

式に変換して，乙れと共役な方科式の解が，任意に与えられた Gevrey 級の非斉頃に対して存在する

ことを応用するものである。

以上堤君の論文は偏微分方程式の Cauchy rr日題の解の一意性について学界に寄与すると乙ろがあ

る興味ある研究結果であり，理学博士の学位論文として価値があるものと認める。
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